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研究成果の概要（和文）：第1に，個別国家における教養教育の動向だけでなく，世界的視点でこれらを統合
し，STEM教育という新たなイシューのもたらす影響を考察した．第2に，高等教育研究者だけでなく，数学，歴
史学，体育学，キャリア教育の専門家が参画し，学問分野の視点から教養教育の現状と課題を考察した.これら
学問分野の変動と再構築についてメタ認知分析を行った．第３に，アメリカ・イギリス・カナダ・ドイツ・中
国・オーストラリアにおける教養教育の新たな動向を検討し，日本における大綱化以後の新たな動向を検討し
た.第4に，学習成果測定の視点から，教養教育を学士課程教育全体に位置付けて考察した．成果は，東北大学出
版会から刊行した．

研究成果の概要（英文）：First, we considered not only the trends of liberal arts education in 
individual countries, but also the influence of the new issue of STEM education from a global 
perspective. Secondly, the research group consists not only of higher education researchers but also
 experts in mathematics, history, physical education and career education, and examined the present 
situation and problems of liberal arts education from the viewpoint of academic disciplines.Thirdly,
 We examined new trends of liberal arts education in the United States, the United Kingdom, Canada, 
Germany, China, Australia and Japan after deregulation of higher education. Lastly, we considered 
measuring of learning outcome of liberal arts education is considered as the overall bachelor's 
education education. Based on the above results, we published "Inquiry of high quality liberal arts 
education in global society" from Tohoku University Publications.

研究分野：教育学，高等教育論，大学史，大学管理運営論
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１．研究開始当初の背景 

グローバル化した現代社会は,地球規模の 

生態系維持と環境保全，民族紛争の解決と安 

全保障の確立，エネルギー問題の解決と持続 

的成長が可能な経済システムの構築，多様な 

価値観を持つ人々の多文化共生社会の創出な 

ど，国民国家の枠を超えて人類の生存に関わ 

る諸問題を抱えており,大学には,これらの 

課題解決に取り組む人材育成が求められて 

いる。 

こうした人材は，高い専門性と分野を超え

た全地球的鳥瞰力,生涯にわたって主体的に

学び続ける能力と豊かな人間性・価値判断力

を備えた存在であり,その能力を培う教育内

容・方法及びシステムの全面的な改革が必要

である 

 

２．研究の目的 

現代社会が抱える複雑な諸問題を解決す 

る人材育成のためには，高い専門性と分野を 

超えた全球的鳥瞰力を備え，生涯にわたって 

主体的に学び続ける人材が求められる。その 

ためには，現在の大学教育パラダイム（①教 

養と専門の二項対立観，②教授者及び知識中 

心主義の教育観，③教養/専門科目の前期・後 

期課程配置の大学カリキュラム，④狭い研究 

訓練を中心とする大学院教育）を構造的に変 

革する必要がある。特に，大学教育で育成す 

る学習成果は，知識中心主義からコンピテン 

シー（課題対応能力）へ転換しつつあるが， 

その能力を形成するために課題解決学習 

（Inquiry-based Learning）を基礎にした， 

教育内容―科目―教材の構造化が大きな課 

題である。本研究は，諸外国における高等教 

育革新の蓄積も踏まえ，学士課程・大学院教

育にまたがる高度教養教育を開発し，専門教

育と統合したカリキュラムモデルの確立を 

行うものである。 

 

３．研究の方法 

①国際比較，②コンテンツ及び教材開発， 

③学習成果測定の 3 つのサブ・グループを編 

成し，それぞれの研究成果が他グループの研 

究に反映して相乗効果をもたらし，最終的に 

コンピテンシーを具現化する高度教養教育 

カリキュラムを開発する。 ①国際比較におい 

ては，高等教育のグローバル化の進行のもと 

での学士課程教育における教養教育の高度化 

の方向を明らかにし，② コンテンツ及び教材 

開発では，建設的協働学習，課題解決型学習， 

問題探求型学習を導入し，初年次から卒業に 

至る構造化とカリキュラム原理を，③学習成 

果測定では，学習成果の測定を通じたコンピ 

テンシーの獲得状況を把握し，②グループの 

コンテンツ及び教材の妥当性を検証する。 

 

４．研究成果 

第 1 に，個別国家における教養教育の動向 

だけでなく，世界的視点でこれらを統合し， 

STEM 教育という新たなイシューのもたら 

す影響を考察した。 

第 2 に，高等教育研究者だけでなく，数学，

歴史学，体育学，キャリア教育の専門家が参

画し，学問分野の視点から教養教育の現状と

課題を考察した。これら学問分野の変動と再

構築についてメタ認知分析を行った。 

第 3 に，アメリカ・イギリス・ カナダ・

ドイツ・中国・オーストラリアにおける教養

教の新たな動向を検討し，日本における大綱

化以後の新たな動向を検討した。 

第 4 に，学習成果測定の視点から，教養教 

育 を学士課程教育全体に位置付けて考察し 

た。 成果は，東北大学出版会から刊行した。 
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